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まS住疹いの近くにサロンができたら行き蓉すか？

無記入
　8％

行きませ

　20％
す

　
自
由
意
見
と
し
て
、
近
く
に
サ

ロ
ン
を
作
っ
て
も
ら
い
、
友
達
と

い
つ
で
も
会
え
た
り
、
皆
で
歌
を

歌
っ
た
り
で
き
る
と
良
い
、
な
ど

　
大
砂
土
東
公
民
館
で
自
立
活
動

を
さ
れ
て
い
る
「
ひ
ま
わ
り
」
「
あ

い
あ
い
」
「
つ
ば
さ
」
の
三
つ
の

グ
ル
ー
プ
の
中
か
ら
、
三
十
九
名

の
お
母
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
〔
質
問
一
〕
日
々
の
子
育
て
の
中

で
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
な
心
配

事
や
悩
み
を
持
っ
て
い
ま
す
か
？

　
子
供
の
将
来
に
不
安
が
最
も
多

く
、
次
が
子
育
て
や
家
事
の
負
担

が
多
い
、
と
続
き
ま
し
た
。
こ
の

表
で
わ
か
る
事
は
、
核
家
族
で
若

い
母
親
が
子
育
て
に
大
変
苦
労
几

て
い
る
事
が
う
か
が
え
ま
す
。

日々の子育ての中で、あなた診どのぷうな

　　心配事や悩みを持って:い惨すか？

無記入16％

に来
る

将
あ

相談できる相手が
　　いない○％－

家族が協力的

　でない2％

　自分の思うij

　子育てがで1?

1育てや家事の

負担が大きい

　　19％

　16％

こどのしつけ方が
わからない16％

　
〔
質
問
二
〕
子
育
て
で
困
っ
た
事

が
起
き
た
時
、
ど
の
よ
う
に
解
決

子
育
て
Ｑ
＆
Ａ
等
の
色
々
の
質
問
・

疑
問
を
取
り
上
げ
る
企
画
を
設
け

る
と
、
少
し
は
心
配
事
が
軽
く
な

る
か
と
思
う
し
、
新
し
い
考
え
が

行きません
　　18％

　
〔
質
問
三
〕
お
住
ま
い
の
近
く
に

子
育
て
サ
ロ
ン
が
出
来
た
ら
行
き

ま
す
か
？

　
行
き
ま
す
の
回
答
が
多
数
を
占

め
て
い
ま
す
。
又
、
母
子
分
離
な

ら
と
い
う
回
答
も
あ
り
ま
し
た
。

行
き
ま
せ
ん
の
意
見
も
あ
り
ま
し

た
。

　
　
　
や

子育てで困ったことが起きた時、どのぷうに解浪し惨すか？

テレビ・ラジオの育児番組
　　インターネットなどを一不ツ｢｀

利用する

　４％

保育園・病院・保健所
　などに相談する
　　　　4％

に相談する

46％

育児書を見るなど
　自分で解決する
　　　4％

友人・知人に相

　　　42％

　
最
後
に
、
自
由
意
見
と
し
て
記

入
し
て
い
た
だ
い
た
事
は
次
の
通

り
で
す
。

　
公
民
館
等
で
子
供
を
遊
ば
せ
る

企
画
や
、
親
が
育
児
情
報
を
交
換

で
き
る
企
画
が
欲
し
い
。
大
和
田

周
辺
に
も
利
用
で
き
る
児
童
館
が

あ
る
と
良
い
。
子
供
を
遊
ば
せ
る

所
が
少
な
い
。
児
童
館
や
サ
ロ
ン

の
よ
う
な
場
所
が
近
く
に
な
い
、

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

り
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が
螢
雪
薗
曹
亘
一
艶
麗
騰

が
ふ

　
前
日
の
天
候
と
は
う
っ
て
変
わ

り
、
子
育
て
サ
ロ
ン
を
お
祝
い
す

る
か
の
様
な
良
い
天
気
に
恵
ま
れ

た
中
で
開
催
さ
れ
、
二
十
三
組
の

お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
が
参
加
し

ま
し
た

　
保
健
婦
さ
ん
の
進
行
で
自
己
紹

介
か
ら
始
ま
り
、
音
楽
に
合
わ
せ

親
子
で
体
を
動
か
す
リ
ズ
ム
体
操

を
三
回
行
い
、
次
の
ゲ
ー
ム
に
移

り
ま
し
た
。

　
テ
ー
プ
の
れ
ん
ゲ
ー
ム
で
、
保

健
婦
さ
ん
二
人
が
の
れ
ん
を
持
ち
、

そ
の
下
を
親
子
で
く
ぐ
り
移
動
す

る
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
次
に
お
母
さ

ん
が
ゴ
ー
ル
に
い
て
赤
ち
ゃ
ん
を

呼
ぶ
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。
お
母

さ
ん
の
声
に
反
応
し
ゴ
ー
ル
に
向

か
う
赤
ち
ゃ
ん
、
泣
き
出
す
赤
ち

ゃ
ん
、
じ
っ
と
し
て
い
る
赤
ち
ゃ

ん
等
で
、
見
て
い
て
大
変
微
笑
ま

し
く
思
い
ま
し
た
。

　
約
一
時
間
遊
ん
で
か
ら
休
憩
に

入
り
、
お
互
い
に
子
育
て
に
つ
い

て
情
報
交
換
を
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
保
健
婦
さ
ん
に
質
問
し
て

い
る
お
母
さ
ん
も
い
ま
し
た
。
そ

の
後
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
改

修
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　
お
母
さ
ん
方
の
反
応
は
、
大
変

楽
し
か
っ
た
と
の
声
が
多
数
を
占

め
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
良
い
企

画
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
広
報
部
　
木
村
）

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

　
サ
ロ
ン
に
参
加
さ
れ
た
お
母
さ

ま
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
十
一
月
一
日

於
　
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
尹
゛
’
゛
゛
゛
い
’

　
　
　
　
　
　
（
回
答
数
　
二
十
）

　
〔
質
問
一
〕
子
育
て
サ
ロ
ン
の
継

続
を
希
望
し
ま
す
か
？

　
　
　
希
望
す
る
　
二
十

　
　
　
希
望
し
な
い
　
○

　
〔
質
問
二
〕
地
区
社
協
で
場
所
の

確
保
や
支
援
を
す
れ
ば
、
子
育
て

サ
ロ
ン
の
自
主
活
動
を
し
て
み
た

い
で
す
か
？

　
　
　
し
て
み
た
い
　
十
二

　
　
　
し
た
く
な
い
　
　
八

　
〔
質
問
三
〕
ど
の
地
域
で
の
子
育

て
サ
ロ
ン
を
希
望
し
ま
す
か
？

大
和
田

束
大
宮

堀
筒

鳥

十
三

　
〔
質
問
四
〕
今
後
も

の
地
区
社
協
事
業
に

た
い
で
す
か
？

　
　
　
は
い

　
　
　
わ
か
ら
な
い

　
　
　
参
加
し
な
い

i｀=　X､ﾉ八恭子重一七〇

複
一
）

加育一十九
て
以
外

し
て
み
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第
三
回

　
　
見
沼
区
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア

　
　
平
成
十
七
年
十
一
月
十
二
日

　
前
日
の
雨
で
順
延
と
な
っ
た
第

三
回
見
沼
区
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
は
、

見
沼
区
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で
あ

る
「
そ
ら
い
ろ
」
に
晴
れ
渡
る
中
、

堀
埼
公
園
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
北
側
に
は
大
き
な
ア
ー
チ
が

掲
げ
ら
れ
、
両
側
に
は
沢
山
の
模

擬
店
が
並
び
、
お
祭
り
ム
ー
ド
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
メ
ー
ン
会
場
で
は
伝
統
芸
能
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
民
謡
踊
り
、
創
作

和
太
鼓
の
競
演
が
あ
り
、
区
役
所

ロ
ビ
ー
に
は
砂
の
万
灯
、
咲
い
た

ま
つ
り
に
出
品
し
た
ミ
ニ
ド
ラ
ゴ

ン
、
各
小
中
生
徒
の
絵
画
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
又
、
駐
車
場

に
於
い
て
は
パ
ト
カ
ー
、
白
バ
イ
、

救
急
車
、
消
防
車
、
煙
体
験
コ
ー

ナ
ー
な
ど
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
乗

り
降
り
が
出
来
て
、
子
供
達
の
人

気
の
的
で
、
大
勢
の
親
子
連
れ
で

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
会
場
南
側
に
は
大
き
な
ゴ
ム
製

の
怪
獣
が
あ
り
、
そ
の
お
腹
の
中

に
入
っ
て
飛
び
眺
ね
る
事
が
出
来

る
の
で
、
こ
れ
も
大
変
な
人
気
で
、

長
い
行
列
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
に
入
り
、
堀
埼
町
の
御
輿

が
会
場
内
を
一
周
し
、
大
い
に
祭

り
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
広
報
部
　
木
村
）

「
地
域
子
ど
も
教
室
」

　
　
「
見
沼
わ
く
わ
く
広
場
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

　
　
　
　
堀
埼
町
　
武
藤
　
誠

　
昨
年
四
月
よ
り
、
堀
綺
町
自
治

会
館
を
拠
点
に
「
地
域
子
ど
も
教

室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
が
中
心
と
な
っ
て
、
未
来

の
日
本
を
創
る
心
豊
か
で
た
く
ま

し
い
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
に
活

動
で
き
る
「
安
全
で
安
心
」
な
居

場
所
（
活
動
拠
点
）
を
文
部
科
学

省
の
委
託
事
業
と
し
て
展
開
し
て

い
ま
す
。

　
『
見
沼
わ
く
わ
く
広
場
』
は
、

学
校
の
放
課
後
や
週
末
、
子
ど
も

の
た
め
の
様
々
な
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　
平
成
十
八
年
度
か
ら
は
毎
週
火
、

木
、
金
曜
日
、
放
課
後
、
武
道
館

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
指
導
、

月
一
回
、
土
、
日
曜
日
は
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
ま
す
。
実
費

程
度
の
参
加
費
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　
新
年
度
の
子
ど
も
募
集
説
明
会

を
四
月
九
日
（
日
）
午
後
一
時
三

十
分
と
二
時
三
十
分
の
二
回
、
武

道
館
で
行
い
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
見
沼
区
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
電
話
○
四
八
一
六

八
九
１
九
二
三
五
、
ま
た
は
わ
く

わ
く
広
場
実
行
委
員
会
、
○
九
〇

１
一
七
三
八
１
八
五
二
五
ま
で
。
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・
・
●
●
●

　
　
地
震
の
震
度
Ｑ
・
ａ
話
　
　
　
　
●

　
一
昨
年
、
新
潟
県
で
は
中
越
地
震
で
大
き
な
被
一

宮
を
受
け
、
今
は
耐
震
強
度
偽
装
の
問
題
が
世
間
・

を
騒
が
せ
て
い
ま
す
。
両
方
と
も
、
被
害
の
大
き

さ
に
つ
い
て
問
題
に
な
る
の
は
地
震
の
震
度
で
す
。

　
中
越
地
震
で
は
震
度
六
級
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の

揺
れ
が
大
き
な
被
害
の
原
因
に
な
り
ま
し
た
。
強
度
偽

装
で
は
震
度
五
弱
と
言
っ
た
数
値
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
耐
震
強
度
が
〇
・
五
し
か
な
い
の
に
、
震
度
五

弱
ま
で
持
つ
と
い
う
の
は
お
か
し
い
と
感
じ
ら
れ
た
方

は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
実
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
と
同
じ
よ
う
に
、
震
度
も

地
震
の
力
を
対
数
で
表
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
震
度
が
Ｉ
違
え
ば
、
揺
れ
の
力
は
大
体
三
倍
に

な
る
と
言
え
ま
す
。
そ
の
力
を
地
震
の
加
速
度
で
代
表

さ
せ
れ
ば
、
震
度
五
は
大
体
八
十
か
ら
二
百
五
十
ガ
ル

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
震
度
五
弱
は
八
十
か
ら
百
ガ
ル
の
程

度
で
す
。
一
方
、
震
度
六
は
二
百
五
十
か
ら
四
百
ガ
ル

で
す
か
ら
、
五
弱
の
場
合
の
三
～
五
倍
の
強
さ
で
す
。
・

で
す
か
ら
、
耐
震
強
度
〇
・
五
で
は
震
度
五
弱
ま
で
持
っ
●

だ
と
し
て
も
ヽ
震
度
六
に
対
し
て
は
ひ
と
た
ま
り
も
な
●

い
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

平
成
十
七
年
度
の

　
各
種
募
金
に

　
　
　
皆
様
の
御
協
力
を

　
　
　
　
　
い
た
だ
き
ま
し
た

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
次
年
度
も
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

・
一
●
●

●●

　
　
お
知
I
S
:
s

t
）

　
地
域
の
皆
様
が
気
軽
に
集
い
、

交
流
す
る
た
め
の
サ
ロ
ン
を
開
催

し
ま
す
。

「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」

　
平
成
十
八
年
三
月
十
五
日
（
水
）

　
午
前
十
時
～
午
後
十
二
時

　
於
大
砂
土
束
地
区
社
協
事
務
所

「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

　
平
成
十
八
年
三
月
二
十
三
日
（
木
）

　
午
前
十
時
～
午
後
十
二
時

　
於
　
東
大
宮
自
治
会
館

参
加
ご
希
望
の
方
は

大
砂
土
東
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
六
八
七
一
七
九
三
五
）

　
　
　
　
　
　
に
ご
連
絡
下
さ
い
。




